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(１) Ｈ－ⅡＡロケット３号機の打上げ（平成１４年９月）において、第２段エンジン燃焼中の衛星搭載部に、そ

れまでのフライトと比べて大きな振動（推進系固有の振動）が確認された。（ただし、振動レベルは衛星イ

ンタフェース規定値以下であり、衛星に対しては問題なかった。）

（２）平成１５年３月、同振動の主要因のひとつである、第２段エンジンの燃焼圧力変動の低減等を目的として、

改良型ＬＥ－５Ｂ（ＬＥ－５Ｂ－２）エンジンの開発に着手した。

（３）噴射器、ミキサーの設計変更を施し、平成１６年１０月、実機タンク燃焼試験にて、設計の妥当性を確認

した。

（４）平成１９年７月、認定試験を実施し、ＬＥ－５Ｂ－２エンジンの設計、製造、検査工程の妥当性を確認した。

（５）以上の結果を受け、Ｈ－ⅡＡロケット１４号機では、ＬＥ－５Ｂ－２エンジンを新規適用することとした。
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ＬＥ－５Ｂ－２主要変更箇所
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（１）Ｈ－ⅡＡロケット６号機事故原因究明結果を踏まえ、７号機以降の当面のミッション要求への対

応として、局所エロージョンの発生を極力低減するための設計変更を施した「ＳＲＢ－Ａ改良型」

を開発。７～１３号機までのフライトに適用した。

（２）上記に併せて、局所エロージョンの排除による信頼性向上と打上げ能力の回復を目指し、局所

エロージョンの発生メカニズムの究明およびノズルの更なる改良をすべく、「新たなＳＲＢ－Ａ（ＳＲ

Ｂ－Ａ３）」の開発に着手した。

（３）平成１８年７月、実機大モータデータ取得試験において、発生メカニズムの究明結果を踏まえ設

計変更を施したノズル（ただし、安全マージン確保のため、ノズル板厚はＳＲＢ－Ａ改良型と同様、

厚肉のまま）の妥当性を確認した。

（４）平成１９年１０月、認定型モータ地上燃焼試験において、実機大モータデータ取得試験で実証さ

れたノズルの設計を継承しつつ、ノズル板厚を減少させ、軽量化を図ったＳＲＢ－Ａ３を用い、そ

の設計、製造、検査工程の妥当性を確認した。

（５）Ｈ－ⅡＡロケット１４号機では、実機大モータデータ

取得試験と同一の仕様のノズルを適用することと

した。
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